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〈
研
究
余
滴
〉

下
田
歌
子
の
伊
藤
博
文
と
の
所
謂
「
醜
聞
」
に
つ
い
て

加　

藤　

靖　

子

は
じ
め
に

本
稿
は
、
下
田
歌
子
の
所
謂
「
醜
聞
」
の
う
ち
、
特
に
伊
藤
博
文

と
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

下
田
歌
子
の
「
醜
聞
」
は
、
三
島
通
庸
宛
書
簡
で
言
及
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
生
前
の
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
流

布
さ
れ
始
め
、
殊
に
彼
女
が
表
舞
台
に
立
っ
て
目
立
っ
て
い
た
明
治

後
半
・
大
正
期
に
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
事
あ
る
ご
と
に
「
醜
聞
」

が
あ
げ
つ
ら
わ
れ
た（

１
）。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
に
入
っ
て
下
田
が
表

舞
台
か
ら
退
き
、
さ
ら
に
、
戦
後
に
は
戦
前
の
国
家
主
義
的
教
育
へ

の
忌
避
感
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
人
々
の
回
想
録
に
名
前
が

で
て
く
る
程
度
の
、
世
間
一
般
的
に
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ

た（
２
）。

主
と
し
て
実
践
女
子
大
学
の
関
係
者
に
よ
っ
て
一
九
六
〇
年
代

以
降
に
い
く
つ
か
研
究
が
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い（

３
）。
そ
れ
が
変
わ
る

の
は
一
九
九
〇
年
代
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
に
林
真
理
子
著『
ミ
カ
ド
の
淑
女
』が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
が
、
こ
の
小
説
は
社
会
主
義
結
社
で
あ
る
平
民
社
発
行
の

日
刊
『
平
民
新
聞
』（
以
下
、『
平
民
新
聞
』）
に
掲
載
さ
れ
た
下
田

に
関
す
る
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
を
主
軸
に
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
に
は
テ
レ
ビ
朝
日
に
よ
っ
て
同
名
の
ド
ラ
マ
が
制
作
さ

れ
た
。
こ
の
小
説
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
こ
と
で
「
醜
聞
」
も
い

わ
ば
「
再
発
見
」
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
以

降
、
多
く
は
小
説
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
下
田
歌
子

を
題
材
に
し
た
一
般
書
に
は
必
ず
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
『
平
民
新

聞
』
記
事
が
引
用
、
ま
た
は
題
材
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

４
）。

通
俗
的
な
「
醜
聞
」
は
小
説
の
よ
い
素
材
と
な
る
し
、
評
伝
で
あ
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れ
ば
負
の
面
を
描
く
こ
と
で
内
容
を
客
観
的
に
み
せ
る
と
い
う
効
果

も
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
藤
岡
（
一
九
九
八
）
が
指
摘
す
る
通

り
「
下
田
歌
子
は
子
孫
を
残
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
彼
女
を
守
る
立
場

の
人
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
」

（
５
）

し
、
関
係
者
も
「
風
聞
を
黙
殺
す
る
と

い
う
方
針
を
決
め
た
」

（
６
）

こ
と
が
ろ
く
に
検
証
す
ら
さ
れ
ず
、
そ
れ
が

事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
醜
聞
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
許
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
む
ろ
ん
、
男
女
間
の
問
題
は
結
局
の
と
こ
ろ
当
事
者

で
な
け
れ
ば
知
り
よ
う
が
な
い
し
、
も
と
よ
り
『
平
民
新
聞
』
の
記

事
は
「
怪
し
げ
な
風
聞
の
集
大
成
」

（
７
）

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
真
偽
を
確

か
め
る
の
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
平
民
新
聞
』

の
一
連
の
下
田
歌
子
バ
ッ
シ
ン
グ
を
取
り
上
げ
た
研
究
で
も
、
バ
ッ

シ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
目
的（

８
）・
構
造
や
そ
の
歴
史
的
意
味（
９
）が
明
ら
か
に

さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
三
島
通
庸
宛
の
書
簡
の
翻
刻
と
関
連
資
料

の
調
査
を
通
じ
て
、
ま
た
後
述
の
（
上
野 

二
〇
二
三
）（

（1
（

所
載
書
簡

に
よ
っ
て
一
つ
の「
醜
聞
」の
拠
っ
て
来
た
る
道
筋
が
浮
か
び
あ
が
っ

て
き
た
の
で
、
以
下
に
そ
れ
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

醜
聞
拡
散
の
経
緯
―
三
島
通
庸
宛
の
書
簡
か
ら

下
田
歌
子
は
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
教
科
書
編
纂
に
着
手
し
、

自
ら
の
関
係
す
る
『
国
文
小
学
読
本
』
が
東
京
府
に
採
用
さ
れ
る
よ

う
売
り
込
み
を
図
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）

年
八
月
十
四
・
十
五
日
の
両
日
に
開
催
さ
れ
た
小
学
校
教
科
書
審
議

会
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
教
科
書
不
採
用
に
対
す
る
不
満
を
書

簡
で
三
島
に
訴
え
た
翌
日
の
八
月
二
十
六
日
、
下
田
は
自
分
が
聞
い

た
教
科
書
不
採
用
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
話
を
三
島
に
伝
え
た
。

…
同
氏
（
元
田
直
―
引
用
者
）
が
昨
年
来
新
聞
紙
上
の
醜
聞
を

信
じ
居
候
と
ミ
え
（
こ
れ
ハ
同
氏
の
子
息
代
言
人
某
等
ハ
先
づ

民
権
傾
き
の
よ
し
夫
等
が
種
々
申
居
候
故
此
春
再
應
の
新
聞
に

て
信
を
た
し
か
め
た
る
者
な
ら
ん
と
也
）
既
に
知
事
公
に
て
も

正
風
君
色
川
氏
に
向
つ
て
彼
の
醜
聞
を
申
出
居
た
り
と
御
咄
し

御
座
候
よ
し
、
殊
に
甚
し
き
ハ
教
務
課
と
や
ら
ん
に
て
云
々
の

事
の
評
判
著
者
に
有
故
に
そ
の
事
判
然
せ
ぬ
程
ハ
採
用
せ
ん
事

ハ
不
可
也
と
い
ふ
意
味
に
て
公
衆
に
打
出
候
由
、
右
ハ
現
に
夫

を
聞
た
る
某
氏
の
尤
も
信
ず
べ
き
者
よ
り
永
田
町
君
の
御
聞
取

に
相
成
た
る
也
（
中
略
）
今
日
ニ
至
り
て
ハ
此
書
此
府
下
に
行

ハ
れ
ざ
れ
バ
彼
の
醜
聞
を
明
言
し
て
府
廰
に
て
確
證
す
る
と
い

ふ
場
合
に
立
至
り
憂
慮
措
不
能
、
…（

（1
（

す
な
わ
ち
、
昨
年
（
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
）
来
新
聞
で
報

じ
ら
れ
た
下
田
の
醜
聞
を
東
京
府
学
務
課
長
元
田
直
が
信
じ
、
高
崎

正
風
や
色
川
國
士
に
対
し
て
も
そ
の
醜
聞
を
持
ち
出
し
た
と
高
崎
府
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知
事
が
述
べ
た
。
教
務
課
で
は
「
醜
聞
」
に
つ
い
て
は
っ
き
り
し
な

い
う
ち
は
、教
科
書
は
採
用
し
な
い
と
い
う
意
味
で
発
表
し
た
の
だ
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
下
田
は
、
教
科
書
不
採
用
な

ら
ば
府
庁
が
自
分
の
醜
聞
を
公
認
す
る
形
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
危

惧
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
昨
年
来
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
「
醜
聞
」

と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
存
す
る
明
治
十
九
年
発
行
の
新
聞
で
は
そ
れ
ら
し
い
記
事
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
が
、
報
道
が
な
か
っ
た
こ
と
は
当
時

の
新
聞
も
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
明
治
十
九
年
時
点
で
は
新
聞
記
事

に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
該
当
す

る
の
は
新
聞
小
説
し
か
な
い
。
明
治
十
九
年
九
月
三
〇
日
か
ら
十
二

月
九
日
ま
で
『
改
進
新
聞
』
で
連
載
さ
れ
た
政
治
小
説
『
新
粧
之
佳

人
』
に
そ
れ
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い
る
。「
昨
年
来
新

聞
紙
上
の
醜
聞
」
と
は
お
そ
ら
く
『
新
粧
之
佳
人
』
の
そ
れ
を
指
し

て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
新
粧
之
佳
人
』
は
、「
上
流
貴
婦
人
の
生
活
の
裏
面
を
暴
露
し
、

理
想
の
女
性
を
描
」（

（1
（

い
た
須
藤
南
翠
作
の
政
治
小
説
で
あ
る
。
明
治

十
九
年
は
欧
化
主
義
、
社
会
改
良
、
男
女
平
等
な
ど
を
理
想
と
し
た

時
期
に
あ
た
り
、
自
由
党
と
改
進
党
の
対
立
な
ど
と
共
に
下
田
や
大

山
捨
松
に
関
す
る
噂
が
題
材
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た（

（1
（

。
物
語
中
、

二
、三
年
前
に
四
ツ
谷
に
設
立
さ
れ
た
翠
紅
学
校
の
女
性
校
長
植
村

和
歌
子
が
宰
相
萩
原
易
賢
の
子
ど
も
を
妊
娠
し
た
と
い
う
話
が
出
て

く
る
。
翠
紅
学
校
を
「
華
族
女
学
校
と
盛
大
を
争
ふ
」
学
校
と
し
、

子
ど
も
の
父
親
も
最
終
的
に
は
別
の
人
物
に
す
る
な
ど
細
か
な
設
定

は
ご
ま
か
し
て
い
る
も
の
の
、
宮
中
勤
務
経
験
の
あ
る
寡
婦
と
い
う

描
写
な
ど
誰
を
モ
デ
ル
に
し
た
か
が
当
時
の
人
々
に
は
容
易
に
想
像

が
つ
く
よ
う
な
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。『
新
粧
之
佳
人
』
は
「
改

進
の
紙
価
を
騰
か
ら
し
め
た
」（

（1
（

と
い
う
の
で
、
巷
間
の
噂
に
過
ぎ
な

か
っ
た
話
が
新
聞
小
説
の
題
材
と
な
っ
た
こ
と
で
か
な
り
世
間
に
広

ま
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。
た
だ
し
、
書
簡
の
記
述
か
ら

す
る
と
、
元
田
直
は
こ
の
小
説
自
体
と
い
う
よ
り
は
、「
民
権
傾
き
」

の
息
子
、す
な
わ
ち
元
田
肇
ら
か
ら
噂
を
聞
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
噂
が
明
治
二
十
年
春
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
真
実
で
あ

る
と
信
じ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

で
は
、
そ
の
「
再
應
」
の
新
聞
記
事
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
か
。
明
治
二
十
年
四
月
十
三
日
発
行
の
『
土
陽
新
聞
』
が
以
下
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

我
々
を
し
て
斯
か
る
旧
聞
を
聞
か
し
む
る
と
は
先
頃
の
こ
と
な

り
と
云
ふ
（
中
略
）
又
た
一
報
に
は
之
れ
も
第
一
等
の
才
子
と

云
へ
は
人
の
知
る
或
る
紳
士
は
去
る
最
も
立
派
な
る
女
教
師
某

女
子
を
頻
り
に
寵
愛
せ
ら
れ
居
る
中
、
女
子
は
懐
胎
し
て
之
れ

も
前
項
紳
士
と
瓜
二
つ
と
も
云
ふ
べ
き
赤
児
を
挙
げ
ら
れ
し
と

は
聞
く
も
い
と
ふ
べ
き
話
な
ら
ず
や
。
然
る
に
東
京
に
は
新
聞
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紙
な
き
か
、
未
だ
嘗
つ
て
右
の
二
奇
事（

（1
（

を
記
せ
し
を
見
さ
る
な

り
呵

（々
（1
（

『
土
陽
新
聞
』
は
高
知
県
で
発
行
さ
れ
て
い
た
自
由
党
系
の
新
聞
で

あ
る
が
、
一
週
間
後
の
四
月
十
九
日
に
東
京
の
『
絵
入
自
由
新
聞
』

が
『
土
陽
新
聞
』
の
記
事
を
転
載
し
、「
と
去
十
三
日
の
土
陽
新
聞

に
見
え
た
る
が
ホ
ン
ト
に
左そ

う様
な
ら
済
な
い
ヨ
」（

（1
（

と
付
け
加
え
た
。

元
田
直
が
「
信
を
確
か
め
た
」
の
は
『
絵
入
自
由
新
聞
』
の
方
だ

と
思
わ
れ
る
が
、『
土
陽
新
聞
』
に
従
え
ば
、『
新
粧
之
佳
人
』
あ
る

い
は
そ
の
元
ネ
タ
と
な
っ
た「
旧
聞
」は
自
由
党
系
な
ど
一
部
の
人
々

の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。そ
れ
が
明
治
二
十
年
に
な
っ
て
、

再
度
高
知
で
噂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
『
土
陽
新
聞
』
が
記
事

に
し
た
。
モ
デ
ル
が
想
像
で
き
る
と
は
い
え
小
説
の
記
述
に
す
ぎ
な

か
っ
た
も
の
を
新
聞
が
改
め
て
取
り
上
げ
た
こ
と
で
公
然
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
米
国
留
学
中
の
三
島
弥
太
郎
で
さ
え

も
が
「
此
度
悪
る
き
評
判
を
聞
き
た
り
候
」（

（1
（

と
明
治
二
十
年
五
月

十
二
日
付
の
書
簡
で
こ
の
話
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
話
は
か
な
り
広
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
醜
聞
」
は
明
治
二
十
年
末
に
な
る
と
細
部
が
変

化
し
、「
明
治
十
八
年
来
華
族
女
学
校
学
監
正
六
位
下
田
歌
子
ニ
姦

通
シ
之
ヲ
妊
マ
シ
メ
明
治
廿
年
熱
海
温
泉
ニ
伴
フ
テ
堕
胎
セ
シ
メ
タ

リ
」（

（1
（

と
匿
名
が
実
名
に
、
出
産
が
中
絶
に
変
わ
る
。
以
降
は
伊
藤
博

文
批
判
や
「
女
性
バ
ッ
シ
ン
グ
（
小
山 

前
掲
書
）」
の
い
い
ネ
タ
と

し
て
繰
り
返
し
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る（

（2
（

。
下
田
に
し
て

み
れ
ば
迷
惑
極
ま
り
な
い
話
で
は
あ
る
が
、
一
体
こ
の
噂
は
ど
こ
か

ら
出
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
百
四
十
年
近
く
昔
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

残
念
な
が
ら
出
所
を
正
確
に
突
き
止
め
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
伊
藤
博
文
の
庶
子
に
つ
い
て
は
、
伊
東
巳
代
治
と
伊

藤
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
書
簡
が
残
っ
て

い
る
。拝

啓　

先
以
無
御
恙
御
帰
京
被
遊
、
御
一
同
様
方
御
歓
嘸
か
し

と
被
察
、（
中
略
）。
乍
憚
捨
様
御
事
過
日
時
疲
之
為
御
微
恙
被

為
在
候
得
共
、
暫
時
之
軽
症
直
に
御
平
愈
、
爾
来
日
増
御
成
長

之
由
乍
憚
御
放
念
被
遊
度
候
。
然
に
今
度
御
不
在
中
右
一
条
孰

方
よ
り
歟
不
残
漏
洩
い
た
し
、
伯
夫
人
よ
り
下
田
氏
へ
始
而
御

詰
問
被
遊
尊
邸
へ
捨
殿
御
呼
迎
之
御
内
談
有
之
抔
随
分
切
迫
之

場
合
に
立
到
候
由
に
候
へ
と
も
、
下
田
氏
よ
り
の
概
略
之
処
弁

明
被
致
、
令
夫
人
も
直
に
御
利
解
に
而
御
帰
京
迄
は
兎
角
其
儘

に
い
た
し
置
候
事
に
内
々
御
決
被
遊
候
よ
し
、
平
生
之
御
激
徳

よ
り
粋
な
る
御
処
置
、
一
点
之
申
上
様
も
無
御
坐
敬
服
仕
候
。

唯
々
今
迄
懇
々
隠
密
に
仕
置
候
よ
り
却
而
御
疑
義
を
生
し
、
小

生
に
は
乍
恐
余
程
御
不
興
之
御
様
子
に
及
承
候
。
兼
而
覚
悟
に

は
候
へ
と
も
今
更
恐
惶
之
至
奉
存
候
。
此
上
は
昨
年
来
之
成
行



― 5 ―

に
付
委
細
之
情
実
申
上
、
御
一
家
を
重
ん
し
候
よ
り
唯
々
世
上

之
漏
聞
を
憚
、
殊
に
慎
密
を
加
へ
候
勢
、
右
様
之
運
に
立
到
候

事
抔
丁
寧
申
上
候
而
、
幾
重
に
も
小
生
一
身
之
不
行
届
を
謝
罪

仕
候
よ
り
外
無
之
と
決
心
罷
在
候
…

四
月
廿
八
日
夜（

（2
（

巳
代
治

…
再
伸　

蒙
御
厄
害
候
棄
児
も
竟
に
引
直
し
候
事
に
取
極
置
申

候
。
就
て
は
改
名
云
々
過
日
来
香
川
よ
り
も
被
勧
候
に
付
、
為

御
一
覧
左
の
通
本
日
不
図
思
付
の
儘
書
記
置
申
候
。
改
捨
郎
為

博
雄
。
ス
テ
ロ
は
棄
つ
る
な
り
。
ヒ
ロ
ヲ
は
拾
ふ
な
り（

（2
（

（
傍
線

引
用
者
）

前
者
の
書
簡
は
四
月
二
十
八
日
夜
の
も
の
、
後
者
の
書
簡
は
五
月

二
十
二
日
の
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
書
簡
に
は
封
筒
が
あ
り
「
伊
藤マ

マ

巳
代
治
殿　

宮
内
卿　

機
密
親
展
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
伊
藤
博
文

が
宮
内
卿
で
あ
っ
た
期
間
は
明
治
十
七
年
三
月
か
ら
明
治
十
八
年

十
二
月
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
書
簡
は
明
治

十
七
年
或
い
は
十
八
年
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
書
簡
中
の

「
復
命
書
印
刷
相
整
候
へ
ば
」
の
「
復
命
書
」
が
、
伊
藤
が
全
権
大

使
と
し
て
清
国
に
趣
い
た
際
の
復
命
書
だ
と
す
る
と
、
こ
の
書
簡
は

明
治
十
八
年
の
も
の
で
あ
る
。

前
者
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、「
御
帰
京
被
遊
」と
い
う
一
文
が
あ
り
、

明
治
十
八
年
四
月
二
十
八
日
正
午
に
伊
藤
が
清
国
か
ら
横
浜
に
到
着

し
て
い
る（

（2
（

こ
と
か
ら
や
は
り
明
治
十
八
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

両
書
簡
か
ら
、
伊
藤
の
不
在
中
に
伊
藤
が
庶
子
を
隠
し
て
い
た
こ

と
が
妻
梅
子
に
露
見
し
、
梅
子
が
「
下
田
氏
」
を
問
い
詰
め
、
庶
子

を
呼
び
寄
せ
る
相
談
を
す
る
な
ど
切
迫
し
た
状
況
に
な
っ
た
が
、「
下

田
氏
」
が
事
情
の
概
略
を
弁
明
し
、
伊
藤
の
帰
京
ま
で
は
そ
の
ま
ま

に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
秘
密
に
し
て
い
た
こ
と
が
却
っ
て
あ

だ
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
伊
藤
が
何
か
を
考
え
な
お
し
た
こ
と
が

分
か
る
。
何
を
考
え
直
し
た
の
か
と
い
え
ば
、「
香
川
」
か
ら
勧
め

ら
れ
て
庶
子
の
名
前
を「
捨
郎（
ス
テ
ロ
）」か
ら
博
文
の
一
字
を
取
っ

た「
博
雄（
ヒ
ロ
ヲ
）」に
改
名
す
る
と
い
う
一
文
か
ら
推
測
す
れ
ば
、

庶
子
を
認
知
す
る
、
ま
た
は
引
き
取
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
こ
と
だ

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
捨
（
郎
）
様
」
は
、
時
期
的
に
み
て
伊
藤
の
庶
子
文
吉
と

思
わ
れ
る
が（

（2
（

、
文
吉
の
生
母
は
伊
藤
家
に
行
儀
見
習
い
に
来
て
い
た

女
性（

（2
（

と
の
こ
と
な
の
で
、少
な
く
と
も
下
田
歌
子
は
生
母
で
は
な
い
。

書
簡
中
の
「
下
田
氏
」
が
下
田
歌
子
で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、

伊
藤
梅
子
が
夜
遅
い
時
間
に
下
田
を
訪
ね
て
き
た
と
い
う
話
も
あ

り（
（2
（

、「
下
田
氏
」
が
下
田
歌
子
だ
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
。
そ
う
で

あ
る
と
す
る
と
、
彼
女
は
伊
藤
博
文
の
庶
子
隠
蔽
工
作
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
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と
こ
ろ
で
、
明
治
十
八
年
九
月
華
族
女
学
校
の
開
校
と
共
に
下
田

は
幹
事
兼
教
授
と
な
り
、職
制
改
正
後
の
十
九
年
二
月
に
は
学
監（
奏

任
官
二
等
・
年
俸
千
八
百
円（

（2
（

）
に
就
任
す
る
。
華
族
女
学
校
設
立
は

伊
藤
の
宮
中
改
革
の
一
環
で
あ
り（

（2
（

、「
皇
后
の
学
校
」で
あ
っ
た
か
ら
、

そ
れ
と
他
の
官
立
学
校
と
の
バ
ラ
ン
ス（

（2
（

を
考
え
れ
ば
待
遇
自
体
は
お

か
し
く
は
な
い
。
た
だ
、
当
時
こ
れ
ほ
ど
地
位
の
高
い
女
性
は
他
に

い
な
か
っ
た（

（3
（

こ
と
も
あ
っ
て
、
西
村
茂
樹
（
後
の
華
族
女
学
校
長
）

の
伝
え
る
と
こ
ろ
の
「（
華
族
学
校
創
設
の
―
引
用
者
）
其
裏
面
は

伊
藤
宮
内
卿
が
、
下
田
歌
子
に
官
録
を
与
え
ん
が
為
に
建
て
た
る
も

の
な
り
と
の
風
聞
あ
り
」（

（3
（

と
い
う
状
況
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
お
そ

ら
く
、
上
述
の
伊
藤
の
庶
子
や
華
族
女
学
校
で
の
高
待
遇
な
ど
が
重

な
っ
た
あ
た
り
か
ら
、
下
田
が
伊
藤
の
子
ど
も
を
産
ん
だ
と
い
う
デ

マ
が
生
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
事
実
、
香
川
敬
三
は
明
治
二
十

年
六
月
二
十
日
付
の
書
簡
で
娘
志
保
子
に
対
し
以
下
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

…
哥
子
氏
ト
伊
藤
伯
夫
人
ト
中
絶
タ
リ
、
是
も
帰
朝
ノ
上
可
申

入
、
他
言
無
用
、
下
田
氏
実
ニ
可
恐
夫
人
ニ
御
座
候
、
併
し
薩

人
中
ハ
信
用
ス
ル
人
多
し
、
大
臣
伊
藤
氏
ノ
身
上
ニ
付
、
種
々

ノ
風
説
ア
レ
ト
モ
決
而
無
根
ノ

計
ナ
リ
、
信
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、

只
々
権
力
ア
ル
人
ヲ
ニ
ク
ム
ノ
一
点
ヨ
リ
起
因
ス
ル

ナ
リ
、

是
も
中
々
可
恐
手
段
ナ
リ
（
右
ノ

も
他
言
ス
ヘ
カ
ラ
ス
）
…（

（3
（

引
用
し
て
は
い
な
い
が
、
同
書
簡
で
は
森
有
礼
の
妻
に
関
す
る
噂
に

も
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
伊
藤
氏
ノ
身
上
ニ
付
、種
々
ノ
風
説
」

と
は
、『
自
由
絵
入
新
聞
』
の
報
道
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

前
述
の
巳
代
治
宛
伊
藤
博
文
書
簡
の
「
香
川
」
が
香
川
敬
三
だ
と
す

る
と
、
香
川
は
事
情
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
娘
に
対
し

噂
を
否
定
し
た
の
も
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。

伊
藤
の
身
上
に
関
す
る
「
種
々
ノ
風
説
」
に
は
、
明
治
二
十
年
四

月
四
日
に
死
去
し
た
皇
女
久
宮
が
伊
藤
の
実
子
で
あ
っ
た
と
か
皇
太

后
を
強
姦
し
た（

（3
（

な
ど
と
い
う
あ
ま
り
に
も
酷
い
も
の
も
あ
っ
た
。
伊

藤
に
対
し
こ
の
よ
う
な
酷
い
流
言
が
は
び
こ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

坂
本
（
二
〇
一
二
）
は
宮
島
誠
一
郎（

（3
（

日
記
の
次
の
よ
う
な
記
載
を
引

用
し
、…

右
等
の
事
物
は
世
上
人
民
の
耳
目
に
入
り
何
と
な
く
、
世
説

不
穏
、
下
方
人
民
に
は
種
々
の
御
禁
制
あ
れ
ど
も
、
上
方
高
貴

の
所
に
は
何
ん
で
も
御
停
止
な
し
、
御
勝
手
や
り
ほ
う
だ
い
な

り
、
下
方
に
て
博
奕
を
行
へ
ば
直
に
懲
役
に
処
せ
ら
れ
、
高
貴

方
の
花
ガ
ル
タ
（
西
洋
）
は
金
銭
を
賭
し
て
も
御
尤
め
な
し
、

下
方
に
て
苛
税
之
為
に
公
売
処
分
身
体
限
あ
れ
ど
も
、
競
馬
煙

火
の
御
游
は
御
自
由
な
り
、
此
皆
人
民
の
膏
血
に
非
る
歟
な
ど

紛
々
紜
々
。
新
聞
に
有
条
例
、
讒
謗
に
有
律
、
之
を
訴
る
所
に

苦
み
、
遂
に
華
族
女
学
校
又
は
舞
踏
会
に
附
縁
し
て
総
理
大
臣
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等
の
浮
言
出
で
た
ら
ん
か（

（3
（

「
す
な
わ
ち
、
仮
装
舞
踏
会
が
政
府
・
社
会
上
層
の
専
横
と
放
縦
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
拡
大
し
、
加
え
て
様
々
な
法
律
に
拘
束
さ
れ
税
負

担
に
苦
し
む
人
民
が
、
発
言
の
機
会
を
充
分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い

と
感
じ
た
時
、
流
言
は
ま
た
と
な
い
温
床
を
こ
こ
に
見
出
し
た
」（

（3
（

と

指
摘
し
て
い
る
。

引
用
文
の
「
右
等
」
の
前
は
、
十
二
項
目
の
出
来
事
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
項
目
に
は
チ
ャ
リ
ネ
の
曲
馬（

（3
（

を
天
皇
皇

后
が
見
た
、
宮
中
で
イ
タ
リ
ア
人
が
音
楽
演
奏
し
た
、
皇
后
に
西
洋

人
が
服
装
指
南
し
た
等
の
欧
化
政
策
関
連
に
混
じ
っ
て
、
伊
藤
の
大

夜
会
開
宴
前
に
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
工
科
大
学
で
活
人

画
が
あ
っ
た
夜
に
非
常
な
大
風
が
吹
い
た
な
ど
と
い
う
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
。天
災
と
欧
化
政
策
を
結
び
付
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

前
年
の
明
治
十
九
年
は
コ
レ
ラ
が
猖
獗
を
極
め
た
年
で
も
あ
っ
た
の

で
、
当
時
は
人
々
の
不
安
と
不
満
が
結
び
つ
き
や
す
い
状
況
に
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
不
安
な
世
上
と
、
香
川
の
い
う
よ
う
な

「
権
力
ア
ル
」伊
藤
を「
ニ
ク
ム
」こ
と
と
が
結
び
つ
い
て
下
田
の「
醜

聞
」
も
生
成
さ
れ
流
布
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

伊
藤
博
文
宛
書
簡
の
記
述

と
こ
ろ
で
、
下
田
と
伊
藤
博
文
の
「
醜
聞
」
に
関
し
て
は
も
う
一

つ
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
簡
が
あ
る
。
下
田
が
欧
州
滞
在
中

に
伊
藤
に
送
っ
た
明
治
二
十
七
年
六
月
七
日
付
の
書
簡
で
あ
る
。
こ

の
書
簡
は
欧
州
滞
在
延
長
を
伊
藤
に
依
頼
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
書

簡
中
に
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

…
客
舎
狐
灯
の
も
と
に
ひ
と
り
担
滴
の
夢
を
聞
き
候
て
思
ひ
起

す
富
岡
清
夜
の
光
景
、
閣
下
が
高
枕
清
談
を
傍
聴
仕
り
身
も
う

た
ゝ
其
俊
傑
中
の
も
の
た
る
や
う
の
感
有
之
候
ひ
し
も
、
今
は

既
に
早
く
十
年
の
昔
と
相
成
、
爾
後
吾
不
徳
不
才
終
に
世
界
の

濁
浪
は
ま
す
ま
す
あ
が
り
て
相
隔
離
す
る
事
い
よ
い
よ
遠
く
、

閣
下
が
察
々
の
明
に
背
き
終
ら
ん
事
を
懼
れ
つ
と
め
て
何
等
か

寸
功
を
だ
も
立
て
ん
事
を
期
し
申
候
。
実
に
不
肖
は
全
く
君
が

御
推
選
に
よ
つ
て
今
日
の
地
位
に
す
ゝ
み
…（

（3
（

「
担
滴
の
夢
」
の
よ
う
な
誤
読
と
思
わ
れ
る
個
所
も
あ
る
が
、「
高
枕
」

な
ど
誤
解
を
生
み
そ
う
な
文
章
で
あ
る
。
書
簡
中
に
「
十
年
の
昔
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
明
治
十
九
年
八
月
の
話
で
あ
る（

（3
（

。
明

治
十
九
年
八
月
に
伊
藤
が
富
岡
（
現
神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
）
に

滞
在
し
た
こ
と
は
新
聞
か
ら
も
確
認
で
き（

（4
（

、
伊
藤
が
下
田
を
富
岡
に
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伴
っ
た
こ
と
は
以
下
の
二
つ
の
書
簡
か
ら
確
認
で
き
る
。

過
日
之
御
勧
告
も
有
之
候
故
尙
亦
明
日
よ
り
富
岡
へ
再
遊
可
仕

候
。
就
て
は
御
家
屋
は
其
儘
暫
時
致
拜
借
度
御
聞
置
奉
願
候
。

下
田
歌
子
及
善
子
と
申
婦
人
等
も
平
素
病
骨
に
而
軟
弱
に
候
故

相
勧
め
同
行
可
仕
、
愚
妻
娘
等
も
同
行
之
儀
申
聞
置
候
へ
共
、

一
應
醫
師
の
意
見
問
糾
候
上
な
ら
で
は
娘
事
兎
角
熱
發
之
氣
味

有
之
甚
不
安
心
之
趣
に
有
之
候
。（
中
略
）
松
方
も
明
日
頃
よ

り
富
岡
へ
家
眷
携
帯
可
参
と
の
事
故
、
致
同
行
度
存
居
候
。
同

人
は
い
つ
れ
今
日
登
門
可
得
拜
鳳
申
居
候
故
、
御
含
迄
申
上
置

候
。
匆
々
頓
首（

（4
（

下
田
歌
子
同
伴
罷
越
候
処
、
門
人
其
外
両
三
名
呼
寄
度
と
て
同

人
よ
り
留
守
へ
及
書
通
候
に
付
罷
越
候
節
、
乍
御
手
数
沖
知
事

へ
御
申
遣
被
下
横
浜
よ
り
小
蒸
気
船
差
出
呉
候
様
御
取
計
可
被

下
候
…（

（4
（

前
者
は
伊
藤
か
ら
井
上
馨
宛
八
月
一
日
付
、
後
者
は
伊
東
巳
代
治
宛

八
月
三
日
付
の
も
の
で
あ
る
。
書
簡
に
よ
る
と
、
伊
藤
博
文
は
書
簡

を
書
い
た
日
の
翌
日
、
す
な
わ
ち
明
治
十
九
年
八
月
二
日
に
下
田
を

伴
っ
て
富
岡
に
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
当
時
下
田
と
同
居
し
て

い
た
堀
江
善
子
（
義
子
）
が
同
行
し
て
い
る
他
、
伊
藤
の
妻
子
も
同

行
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
頃
松
方
正
義
が
家
族
と
富
岡

に
来
て
、
さ
ら
に
数
日
後
に
は
下
田
の
門
人
数
名
が
来
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
夜
間
に
伊
藤
を
尋
ね
る
な
ど
慎
重
さ

に
欠
け
る
行
動
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人

目
が
あ
る
中
で
敢
え
て
「
醜
聞
」
を
起
こ
す
と
は
考
え
に
く
い
。

伊
藤
と
下
田
に
関
係
す
る
話
と
し
て
、
下
田
が
香
川
敬
三
と
反
目

し
、「
伊
藤
に
献
策
し
て
は
香
川
を
不
利
益
の
位
置
に
陥
れ
ん
と
し
、

夜
は
喋
々
と
し
て
一
時
二
時
頃
ま
で
博
文
と
話
込
ん
で
ゐ
た
」（

（4
（

と
い

う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
献
策
に
つ
い
て
、
東
京
日
日
新
聞
記

者
で
あ
っ
た
鵜
崎
鷺
城
が
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

…
二
度
目
の
宮
中
入
り
の
時
、
恰
も
伊
藤
が
総
理
大
臣
を
以
て

宮
内
卿
を
兼
ね
て
居
た
が
、
宮
内
省
の
改
革
を
圖
る
に
際
し
女

史
は
い
ろ
〳
〵
獻
策
し
伊
藤
も
之
れ
を
用
ゐ
た
。
當
時
女
史
と

香
川
敬
三
と
の
間
に
勢
力
上
の
競
争
が
あ
つ
た
と
見
え
、
其
獻

策
中
香
川
に
對
し
て
不
利
な
る
點
が
あ
つ
た
。
伊
藤
が
今
後
改

革
せ
ん
と
す
る
個
條
を
示
し
、
下
田
も
其
意
見
で
あ
る
と
口
走

つ
た
の
で
、
香
川
は
さ
て
こ
そ
讀
め
た
り
と
女
史
に
向
か
つ
て

其
僭
越
を
詰
つ
た
。
最
初
此
事
は
互
ひ
に
秘
密
に
す
る
約
束
で

あ
つ
た
の
に
、
香
川
に
口
外
し
た
と
い
ふ
の
で
、
女
史
は
伊
藤

の
面
前
に
開
き
直
つ
て
其
不
信
を
詰
つ
た
と
い
ふ
。
斯
く
て
女

史
と
香
川
と
の
反
目
暗
闘
益
々
激
し
き
を
加
へ
た
が
、
幾
く
も
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な
く
し
て
女
史
は
女
子
教
育
取
調
の
名
の
下
に
歐
洲
に
行
つ
た

…（
（4
（鵜

崎
に
よ
れ
ば
、
当
時
宮
内
省
改
革
に
絡
ん
で
下
田
が
伊
藤
に
献

策
し
た
中
に
香
川
に
不
都
合
な
も
の
が
あ
り
、
下
田
と
香
川
は
反
目

し
て
い
た（

（4
（

と
い
う
。
こ
の
記
述
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
前
述
の
書
簡
で

香
川
が
「
下
田
氏
実
ニ
可
恐
夫
人
ニ
御
座
候
」
と
述
べ
た
の
も
納
得

で
き
る
。
鵜
崎
が
そ
の
著
作
中
に
お
い
て
下
田
擁
護
の
立
場
を
取
っ

て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、前
述
の
考
察
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、

「
醜
聞
」
は
流
言
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
少
な
く
と
も
『
平
民

新
聞
』
が
伝
え
る
よ
う
な
伊
藤
が
下
田
を
強
姦
し
て
私
生
児
を
生
ま

せ
た
と
い
う
事
実
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
平
民
新
聞
』
等
に
掲
載
さ
れ
た
下
田
歌
子
と
伊
藤
博
文

に
関
す
る
「
醜
聞
」
の
実
相
を
考
察
し
た
。
伊
藤
と
の
「
醜
聞
」
は
、

伊
藤
の
庶
子
に
関
す
る
噂
話
と
誤
解
を
生
む
下
田
自
身
の
無
防
備
な

行
動
と
が
権
力
者
批
判
に
利
用
さ
れ
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た
濡
れ
衣
と

い
え
る
。

下
田
は
、
以
後
も
度
々
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
る
が
、
あ

る
時
『
婦
女
新
聞
』
社
長
福
島
四
郎
か
ら
な
ぜ
弁
解
し
な
い
の
か
と

問
わ
れ
以
下
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。「
人
を
攻
撃
す
る
の
は
、

誤
解
か
或
は
利
害
の
衝
突
か
、此
の
二
つ
の
原
因
よ
り
外
に
は
な
い
。

誤
解
な
ら
ば
辯
解
し
な
い
で
居
て
も
自
ら
判
明
す
る
時
が
来
る
。
利

害
の
争
ひ
か
ら
來
る
の
な
ら
ば
、
い
く
ら
事
實
を
證
明
し
て
も
役
に

は
立
た
ぬ
」（

（4
（

と
。
こ
の
よ
う
な
考
え
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
下
田
は
自
身
へ
の
攻
撃
に
対
し
て
弁
解
し
な
い
こ
と
を
主
義

と
し
て
い
た（

（4
（

と
い
う
。
ま
た
、
彼
女
自
身
が
い
う
よ
う
に
「
妾わ
た
し

に
定

ま
っ
た
配
偶
が
あ
れ
ば
誤
解
も
さ
れ
ぬ
が
、
独
身
者
な
る
が
故
に
悪

い
評
判
を
立
て
ら
れ
る
」（

（4
（

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

伊
藤
と
の
「
醜
聞
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
伊
藤
の
私
生
活
に
係

る
こ
と
で
あ
り
、
彼
女
自
身
も
口
外
で
き
る
よ
う
な
案
件
で
は
な

か
っ
た
と
は
い
え
、『
新
粧
之
佳
人
』が
掲
載
さ
れ
た
時
点
で
小
説『
濁

世
』
に
お
け
る
矢
田
部
良
吉
の
よ
う
に
法
的
手
段
に
訴
え
て
い
れ

ば（
（4
（

、
下
田
と
「
利
害
が
衝
突
す
る
」
者
の
い
た
生
前
は
と
も
か
く
と

し
て
、
死
後
も
な
お
「
醜
聞
」
に
つ
き
ま
と
わ
れ
続
け
、
い
た
ず
ら

に
名
誉
を
毀
損
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

注（
１
）	例
え
ば
、『
光
』（
明
治
三
十
九
年
）、『
平
民
新
聞
』（
明
治
四
十
年
）、

『
東
京
』（
明
治
四
十
二
年
）、『
豊
國
新
聞
』（
明
治
四
十
四
年
）、『
朝

鮮
公
論
』（
大
正
四
年
）
等
に
よ
る
記
事
。
た
だ
し
、
そ
の
多
く

は
『
平
民
新
聞
』
の
焼
き
直
し
で
あ
る
。
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（
２
）	昭
和
十
一
年
の
時
点
で
徳
富
蘇
峰
が
「
今
日
の
人
は
下
田
女
史
が

何
人
で
あ
る
か
を
、
殆
ど
知
ら
な
い
か
も
知
れ
ぬ
」（「
マ
ダ
ム
・

ア
ダ
ム
女
史
と
下
田
歌
子
女
史
」『
婦
人
公
論
』二
十
一
巻
十
二
号
）

と
書
き
、
昭
和
四
十
四
年
に
も
紀
田
順
一
郎
が
「
下
田
歌
子
と
い

う
、
字
面
か
ら
し
て
艶
冶
な
こ
の
名
前
は
、
す
で
に
忘
却
さ
れ
て

い
る
」（「
虚
像
伝
説
―
下
田
歌
子
」『
明
治
の
群
像
九　

明
治
の

お
ん
な
』
三
一
書
房
、
八
〇
頁
）
と
書
い
て
い
る
。

（
３
）	例
え
ば
、
山
口
典
子
（「
下
田
歌
子
の
結
婚
前
後 

―
父
・
夫
・ 

歌

子
の
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』十
一
号
）

や
上
沼
八
郎
（「
下
田
歌
子
と
中
国
女
子
留
学
生 

―
実
践
女
学
校

「
中
国
留
学
生
部
」
を
中
心
と
し
て
」『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀

要
』
二
十
五
号
）、
山
下
雅
子
（「
下
田
歌
子
編
「
国
文
小
学
読
本
」

の
研
究 

―
明
治
国
語
教
育
史
の
一
断
面
」『
実
践
国
文
学
』

二
十
五
号
）
な
ど
。

（
４
）	南
條
範
夫
『
妖
傑 

下
田
歌
子
』（
一
九
九
四
年
）、
扇
子
忠
『
明
治

宮
廷
と
女
官
』（
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。
両
書
を
含
め
紹
介
に
堪

え
な
い
も
の
が
多
い
の
で
省
く
。

（
５
）	「
谷
沢
氏
に
応
え
る　

売
文
業
者
谷
沢
永
一
氏
の
正
体
」『
諸
君
』

三
十
巻
四
号
、
一
九
九
八
年
四
月
、
一
三
一
頁
。

（
６
）	「
谷
沢
氏
の
ペ
ン
の
暴
力
へ
の
正
当
防
衛
」『
諸
君
』
三
十
巻
六
号
、

一
九
九
八
年
六
月
、
一
三
八
頁
。

（
７
）	前
田
愛
「
下
田
歌
子
―
明
治
宮
廷
政
治
の
ヒ
ロ
イ
ン
」『
思
想
の

科
学
』
五
十
一
号
、
一
九
七
五
年
九
月
、
四
〇
頁
。

（
８
）	関
口
す
み
子
『
菅
野
ス
ガ
再
考
：
婦
人
矯
風
会
か
ら
大
逆
事
件
へ
』

白
澤
社
、
二
〇
一
四
年
、
二
九
―
三
五
頁
。

（
９
）	小
山
静
子
「
一
九
〇
〇
年
代
の
女
性
バ
ッ
シ
ン
グ
―
下
田
歌
子
と

女
学
生
」『
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
年
報
』
七
号
、

二
〇
二
一
年
三
月
。

（
10
）	上
野
秀
治
「
欧
州
留
学
中
の
香
川
志
保
子
宛　

父
香
川
敬
三
書
簡

（
四
）」『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
二
十
九
号
、
二
〇
二
三
年
。

（
11
）	国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
三
島
通
庸
関
係
文
書
』（
以

下
、『
三
島
通
庸
関
係
文
書
』）三
一
八
―
二
九
。
な
お
書
簡
中
の「
教

務
課
」
は
学
務
課
の
勘
違
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）	高
木
健
夫
『
新
聞
小
説
史
稿　

第
一
』
三
友
社
、
一
九
六
四
年
、

四
六
頁
。

（
13
）	岡
田
翠
雨
「「
新
粧
の
佳
人
」
の
資
料
」『
明
治
文
化
研
究
』
五
巻

六
号
、
一
九
二
九
年
、
五
〇
頁
。
柳
田
泉
『
明
治
文
学
：
随
筆
』

春
秋
社
、
昭
和
十
一
年
、
五
五
七
頁
。

（
14
）	柳
田
泉
『
明
治
文
学
叢
刊　

第
四
巻
（
政
治
小
説
研
究　

下
）』

春
秋
社
、
昭
和
十
四
年
、
二
五
三
頁
。

（
15
）	後
半
部
の
み
引
用
し
た
が
、「
二
奇
事
」
の
う
ち
も
う
一
つ
は
森

有
礼
の
妻
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
16
）	「
東
京
に
新
聞
紙
な
き
か
」『
土
陽
新
聞
』
明
治
二
十
年
四
月
十
三

日
。
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（
17
）	「
東
京
に
新
聞
紙
な
き
か
」『
絵
入
自
由
新
聞
』
明
治
二
十
年
四
月

十
九
日
。

（
18
）	国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
三
島
弥
太
郎
関
係
文
書
』

五
二
八
六
。

（
19
）	大
日
本
草
莽
之
民
と
名
乗
る
集
団
の
伊
藤
博
文
を
弾
劾
す
る
ビ
ラ

（
明
治
二
十
年
十
二
月
付
）
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
（『
三
島
通
庸

関
係
文
書
』
五
四
二
―
五
）。

（
20
）	木
下
彪
（「
国
分
青
厓
と
明
治
大
正
昭
和
の
漢
詩
界
（
三
）」『
師

と
友
』
三
十
巻
七
号
、
一
九
七
八
年
三
月
、
三
七
頁
）
に
よ
る
と

明
治
二
十
二
年
四
月
九
日
付
『
日
本
』
の
評
林
「
多
艶
跡
」（
漢
詩
）

は
伊
藤
と
下
田
の
噂
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

（
21
）	伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
二
巻
、

塙
書
房
、
一
九
七
四
年
、
四
九
七
頁
。

（
22
）	伊
東
文
書
を
読
む
会
「「
伊
東
巳
代
治
関
係
文
書
」
所
収
伊
藤
博

文
書
翰
翻
刻
（
上
）」『
参
考
書
誌
研
究
』
第
四
十
七
号
、

一
九
九
七
年
三
月
、
六
頁
。

（
23
）	「
伊
藤
大
使
の
着
京
」『
読
売
新
聞
』
一
八
八
五
年
四
月
二
十
九
日
。

（
24
）	伊
藤
文
吉
は
明
治
十
八
年
十
二
月
十
五
日
生
ま
れ
と
さ
れ
て
い
て

誕
生
時
期
が
合
わ
な
い
が
、
明
治
期
の
非
嫡
出
子
に
つ
い
て
は
出

生
届
を
出
さ
な
か
っ
た
り
、
相
当
遅
れ
て
出
し
た
り
と
い
う
こ
と

が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
（
松
村
敏
「
近
代
日
本
の
「
私

生
児
」
出
生
（
１
）
―
明
治
後
期
、関
東
一
農
村
の
戸
籍
役
場
『
身

分
登
記
簿
』
を
素
材
に
―
」『
商
経
論
叢
』
第
三
十
八
巻
第
四
号
、

二
〇
〇
三
年
、
五
三
頁
）、
文
吉
の
場
合
も
出
生
届
提
出
が
遅
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
書
簡
に
「
昨
年
来
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す

れ
ば
、
実
際
は
明
治
十
七
年
の
生
ま
れ
か
、
少
な
く
と
も
書
簡
の

日
付
よ
り
前
の
出
生
と
思
わ
れ
る
。

（
25
）	有
竹
修
二『
吉
野
信
次
』吉
野
信
次
追
悼
録
刊
行
会
、一
九
七
四
年
、

一
二
六
頁
。

（
26
）	明
石
八
十
年
史
刊
行
会『
明
石
八
十
年
史
』昭
和
四
十
九
年
、四
頁
。

同
書
に
よ
る
と
明
石
為
次
が
下
田
の
家
に
寄
宿
し
て
い
た
時
の
話

と
し
て
下
田
自
身
が
明
石
家
の
子
ど
も
た
ち
に
語
っ
た
話
だ
と
い

う
。
明
石
為
次
が
下
田
の
家
に
寄
宿
し
て
い
た
の
は
明
治
十
八
年

か
ら
二
十
年
三
月
ま
で
で
あ
る
の
で
、
時
期
的
に
み
て
伊
東
巳
代

治
書
簡
に
記
載
さ
れ
て
い
る
時
の
話
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
27
）	印
刷
局
『
職
員
録　

明
治
十
九
年
（
甲
）』
明
治
十
九
年
、二
六
頁
。

（
28
）	真
辺
美
佐
「
昭
憲
皇
太
后
と
華
族
女
学
校
―
設
立
及
び
改
革
に
果

た
し
た
皇
太
后
の
役
割
を
中
心
に
―
」『
書
陵
部
紀
要
』
第

五
十
八
号
、
二
〇
〇
五
年
、
四
四
頁
。

（
29
）	例
え
ば
、
高
等
師
範
学
校
教
頭
は
奏
任
官
二
等
（
中
）（
年
俸

二
千
二
百
円
）、東
京
高
等
女
学
校
主
幹
が
奏
任
官
三
等
（
上
）（
年

俸
千
八
百
円
）
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
職
員
録　

明
治
十
九
年
（
甲
）』

二
七
三
頁
、
二
六
六
頁
。
年
俸
は
一
頁
の
「
高
等
官
官
等
俸
給
表
」

に
よ
る
）。
な
お
、
二
六
頁
で
は
下
田
の
年
俸
を
千
六
百
と
し
て
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い
る
が
、
四
頁
の
「
華
族
女
学
校
職
員
俸
給
表
」
に
よ
れ
ば
学
監

奏
任
は
千
八
百
円
、千
五
百
円
、千
二
百
円
の
三
段
階
で
あ
り
、『
改

正
官
員
録　

明
治
十
九
年 

上 

十
二
月
』で
は
千
八
百
円（
三
二
頁
）

と
し
て
い
る
の
で
千
八
百
円
と
す
る
。

（
30
）	最
も
地
位
の
高
い
女
官
で
あ
る
典
侍
で
も
奏
任
官
四
等
（
同
『
職

員
録　

明
治
十
九
年
（
甲
）』
二
二
頁
）。

（
31
）	西
村
茂
樹
『
泊
翁
全
書
第
二
集　

往
時
録
』
西
村
家
図
書
部
、
明

治
三
十
八
年
、
一
九
九
頁
。

（
32
）	上
野
前
掲
書
、
四
六
～
四
七
頁
。

（
33
）	明
治
二
十
年
五
月
三
日
付
「
密
偵
報
告
」『
三
島
通
庸
関
係
文
書
』

五
三
七
―
一
五
。

（
34
）	当
時
宮
内
省
華
族
局
主
事
補
（
彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録　

明

治
二
十
年 

甲 

五
月
』
博
公
書
院
、
明
治
二
十
年
、
十
一
頁
）。

（
35
）	『
養
浩
堂
日
誌　

明
治
二
十
年
』
明
治
二
十
年
五
月
二
十
七
日
条

（
早
稲
田
大
学
所
蔵　

請
求
記
号
：
文
書 27 A

0067
）（
翻
字
は

坂
本
（
二
〇
一
二
）
に
よ
る
）。

（
36
）	坂
本
一
登
『
伊
藤
博
文
と
明
治
国
家
形
成　
「
宮
中
」
の
制
度
化

と
立
憲
制
の
導
入
』
講
談
社
学
術
文
庫
、二
〇
一
二
年
、二
七
八
頁
。

（
37
）	明
治
十
九
年
に
来
日
し
た
イ
タ
リ
ア
の
曲
馬
団
の
こ
と
で
、
興
行

許
可
を
出
し
た
三
島
通
庸
も
「
伊
藤
博
文
の
お
古
を
頂
戴
し
た
」

と
中
傷
さ
れ
た
（『
三
島
通
庸
関
係
文
書
』
五
三
七
―
一
五
）。

（
38
）	伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
五
巻
、

塙
書
房
、
一
九
七
七
年
、
二
八
二
頁
。
な
お
、
当
該
書
簡
は
行
方

不
明
で
あ
り
、
原
文
確
認
は
困
難
で
あ
る
。

（
39
）	物
集
の
令
息
高
量
氏
の
著
書
（『
百
歳
は
折
り
返
し
点
』
日
本
出

版
社
、
昭
和
五
十
四
年
、
一
五
一
～
一
五
三
頁
）
に
物
集
高
見
が

伊
藤
博
文
、
松
方
正
義
、
三
島
通
庸
や
下
田
ら
と
共
に
明
治
二
十

年
に
富
岡
に
避
暑
に
行
き
、
辞
書
（『
日
本
大
辞
林
』）
編
纂
の
援

助
を
取
り
付
け
た
話
が
出
て
く
る
。
物
集
に
援
助
を
申
し
出
た
の

は
松
方
正
義
で
間
違
い
な
い
が
、そ
れ
は『
こ
と
ば
の
は
や
し
』（
明

治
二
十
一
年
七
月
発
行
）
の
後
の
話
で
あ
る
（「
物
集
高
見
君
第
一

回
談
話
」『
三
島
通
庸
関
係
文
書
』
五
五
七
―
一
三
）
の
で
高
量

氏
の
記
憶
違
い
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
40
）	「
伊
藤
総
理
大
臣
」『
読
売
新
聞
』
明
治
十
九
年
八
月
十
八
日
。

（
41
）	渡
辺
得
次
郎
編
『
名
家
尺
牘
釈
文
』
第
三
輯
、
渡
辺
得
次
郎
、
大

正
十
五
年
、
三
一
～
三
二
頁
、
句
読
点
は
引
用
者
が
適
宜
付
し
た
。

こ
の
書
簡
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
簡
に
つ
い
て
は
詳
し
い
説
明

が
な
い
の
で
来
歴
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
渡
辺
徳
次
郎
が
昭

和
四
年
に
個
人
出
版
し
た
書
簡
集
（『
名
家
尺
牘
』
第
一
輯
）
の

例
言
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
渡
辺
が
個
人
収
集
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

（
42
）	前
掲
伊
東
文
書
を
読
む
会
、
七
頁
。

（
43
）	田
村
栄
太
郎
『
歴
史
の
人
物
を
抉
る
』
白
楊
社
、
昭
和
九
年
、

一
一
九
頁
。
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（
44
）	鵜
崎
鷺
城
『
當
世
策
士
傳
』
東
亜
堂
書
房
、
大
正
三
年
、
三
三
一

～
三
三
二
頁
。
な
お
「
二
度
目
の
宮
中
入
り
」
と
い
う
の
は
お
そ

ら
く
宮
内
省
御
用
掛
に
な
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
鵜
崎
は
下
田
の
一
連
の
「
醜
聞
」
に
つ
い
て
、
同
書

で
「
多
く
女
史
を
傷
く
る
為
め
の
捏
造
説
ら
し
い
」（
三
三
二
頁
）

と
語
っ
て
い
る
。

（
45
）	香
川
敬
三
と
下
田
歌
子
が
犬
猿
の
仲
で
あ
っ
た
こ
と
は
佐
々
木
高

行
の
日
記
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
安
在
邦
夫
・
望
月
雅
士
編
『
か

ざ
し
の
桜
』
北
泉
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
九
頁
）。

（
46
）	「
下
田
歌
子
女
史
（
十
二
）」『
婦
女
新
聞
』
第
六
九
九
号
、
大
正

二
年
十
月
十
日
。

（
47
）	前
掲
『
婦
女
新
聞
』
六
九
九
号
。

（
48
）	前
掲
『
當
世
策
士
傳
』
三
三
三
頁
。

（
49
）	『
濁
世
』
は
『
新
粧
之
佳
人
』
の
作
者
須
藤
南
翠
が
『
改
進
新
聞
』

に
明
治
二
十
二
年
に
掲
載
し
た
小
説
で
あ
る
。
校
長
と
女
学
生
を

登
場
人
物
と
し
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
内
容
で
あ
る
が
、
校
長
と

女
学
生
が
当
時
東
京
高
等
女
学
校
長
で
あ
っ
た
矢
田
部
良
吉
と
そ

の
後
妻
を
連
想
さ
せ
た
。「
女
学
生
の
醜
聞
を
書
き
立
て
女
子
教

育
を
批
判
す
る
風
潮
が
、
こ
の
年
の
社
会
に
蔓
延
し
た
」
こ
と
も

あ
っ
て
矢
田
部
は
『
改
進
新
聞
』
を
訴
え
た
が
、
後
に
謝
罪
文
が

届
い
た
た
め
訴
訟
を
取
り
下
げ
た
（
太
田
由
佳
・
有
賀
暢
迪
「
矢

田
部
良
吉
年
譜
稿
」『
国
立
科
学
博
物
館
研
究
報
告
．
Ｅ
類
、
理

工
学
』
三
十
九
号
、
二
〇
一
六
年
、
四
七
頁
）。

（
か
と
う　

や
す
こ
・
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科 

特
任
研
究
員
・
実
践
女
子
大
学
平
成
元
年
度
卒
業
生
）




